
南信州公共交通　実績及び考察
H22年4月～H23年3月
（単位：人）
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利用者が限定されており、利用者の通院等
による個人的な状況変化が運行に影響。

乗合タクシー丸山線への乗換えによる減
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１時間に１本の運行で、主要な病院や大型
店舗等を運行経路に含んでいるため、利用
しやすい路線として定着してきている。

〃

（乗合タクシー）

○

〃

通学利用者の減少。371〃

〃

〃

〃

〃

切石線
稼働率が50％を割っており、利用促進が課
題。

▲ 54

▲ 141

186.1%

レ

1,399平岡線

114

392

〃

〃

〃

〃

〃

〃

比較

増減数 前年比
H21年度 H22年度

〃

〃

阿島循環線

（路線バス）

市民バス千代線

飯田市

〃

上市田線

〃

事業主体
（事務局）

バス名

〃

市民バス循環線

市民バス大休線

駒場線

○
交通空白地帯の解消により利便性が向上し
増加したのではないか。

学生通学定期により増加した。315.4%増
（上限制 H22.4.1～）

デマンド方式が定着してきたものと思われ
る。

市民バス三穂線

市民バス久堅線
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事業主体の考察

運行便数の減便の影響。

学生定期券や運賃に上限を設定した効果。
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ほぼ前年並み

ほぼ前年並み

H21は５月から運行開始

高校生（特に阿智高校）の利用者が減ったのではないか。
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（南部公共バス）

22年度の１日あたり利用者数は123人で前
年比39.8％増。飯田病院行きを１日2往復
運行開始。川路駅、温田駅でのJRとの接
続を見直したのが増要因
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壬生沢福島線

滝川阿島北線
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▲ 177 96.4% 下りの便が減少している

85.2% 全体的に減少している▲ 576
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利用者は高齢者で固定化されており、外
出困難者が増えている

小中学生児童生徒数減

特記事項なし
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高校生乗客数の減

９時便乗客数及び運行路変更による増

９時便乗客数の増

高齢者乗客数の減

９時便乗客数の増

22年度の1日あたりの利用者数は1.8人で
あり、利用者数は伸び悩んでいる。決
まった方が利用している。

22年度の1カ月あたり有料利用者数は、
505人であった。利用者が使い方に慣れた
こと。南部公共バスとの接続の改善を
図ったことが増要因。

中学生の生徒数減

65歳以上無料化の影響

社会福祉施設への通所者増

９時便乗客数の増
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